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貿易収支 O一292一412一792一429一55 一125一395376 365 271
公的移転及び
畏期資本収支 361 153 一4 一12 47 46 15 一63 一193一4 一48
賠　　償 一 一 一 一 士 一24 一20 一76 一241‘1一70 一69
借　　款 一 一 ‘ 一 一 ■ ． 一 一 一6 一19
アメリカ援助岨 360 155 5 i 48 62 48 12 一2 一3 一3
世銀借款 一 ・ 一 一 1工 24 7 23 69 62 75
その他 1’ 一2 一9 一12 一12 一16 一20 一22 一19 13 一32





































































































































































































































































1977 19781979 1980 1981 1982 1983 19841985 1986
アフガニスタン O．1 4．9 11．9 O．41一〇、09 O．01一〇．09 一0．30 0．00 一
パキスタン 28，7 46．9168．3 1i2．4 117．7 95．3 72．8 67．0 93．3151．6
ト　ル　コ 5．65 5．1 4．1 5．4 51．4 27．4825，5 36．9 26．O 71，2
韓　　国 84．3 66．1 54．2 76．3295．6 3．8 一6．6 一48．1 一4．4 一13．8
タ　　　イ 51．8工03．8 179．9 189．6 214．5 170．3 248．i 232．0 264．1 260．4
中　　国 一 一 2．6 4．3 27．7368，8350．2 389．4387．9497．O
フィリピン 30．6 66．5 89．2 94．4210．1 136．4 工47．O 160．工 240，0 438．0
ペトナム 12．5 28．5 38．7 3．7 O．41 1．3 O．7 1．1 0．6 5，7
エジプト 67．3118．8 132．7 123．0 70．7 61．6 50．4 81．5 73．0125，7
ケ　ニ　ア 4．8 10．3 34．8 26．8 25．2 19，3 52．1 30．O 29．6 49．8
ジンバプエ 一 ’ ■ 0．09 3．4 6．4 10．7 17．7 8．5 4．3
スーダン 2．0 23．2 21．5 10．9 7．6 9，9 25．5 28．8 25．8 32．7
ソマリア 0，02 O，12 0．16 0．37 2．0 3．8 2，8 3．2 12．8 30．3
ジヤマイカ 0．3 0．06 O．38 0．16 0．42 3．4 6．2 工4．1 24．7 10，5







ボ　リ　ビア　　2位（22．4％）ホンジュラス▽2位（11．5％）’“ ナ マ 2位（13．9％）
ボツワナ インドネシア　　1位（35．7）ぺ ル 一 3位（n．O）
プラジル 3位（27．8） イスラエル フィリピン 1位（50．0）
中 国 1位（73．3） ジャマイカ▽ ポルトガル
コロンビア 2位（30．5） ヨ ルダ ン　3位（18．7）セネ ガル
＝Iスタリカ ケ 二 ア シンガポール 1位（53．O）
ジ　プ　チ 韓 国 1位（75．3） ソ　マ リ ア▽
ドミニカ共和国 3位（7．0） リ ペ　リ ア 3位（7．5） スーダン▽エクアドル マダガスカル 2位（13．6） 夕 イ▽1位（66．7）
エ　ジプ　ト▽3位（6．1）マレーシァ 1位（61．5）チュニジア 3位（8．4）
エルサルバドル マ リ ト 1レ コ▽3位（9．3）
ガンビア モ　ロ　ツ　コ イ　エ メ ン 3位（16．1）
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オーストラリア．’．’’’．’’．■．’’．．’．’．． 100．O 95．5 iOO．O 100．0 100．0 100．O
オーストリア・・・・・・・・・・・・・・・・・・… 38．O 67．O 95．O 6114 59．6 92．1
ベ　　ノレ　　ギ　　ー　・・・・・・・・・・・・・・・・・・… 97．8 97．O 97．8 97．9 98．2 98．3
カ　ナ　ダ・・・・・・・・・・・・・・・・・・… 96．7 93．8 96．9 97．6 99．0 99．7
デンマーク・・・・・・・・・・・・・・・・・・… 83．6 94．7 96．3 96．6 96．1 96．7
フィンランド・・・・・・・・・・・・・・・・・・… ●●■ 85．1 91．2 96．5 97．7 98．2
フラ’ンス・・・・・・・・・・・・・・・・・・… 87．7 83．7 90，9 89．9 89．7 87．9
ドイツ・・・・・・・・・・・・・・・・・・… 67．7 82．1 87，6 86．7 88．9 88．i
イタ　リア・・・・・・・・・・・・・・・・・・… 49．6」 56．5 97－8 94．O 90．5 95．7
’日　　　本・・“・…・…・…・…・ 55．4． 67．6 72．6 74．7 77．3 77．0
オラ　ンダ・・・・・・・・・・・・・・・・・・… 86．5 86．0 89．3 93．O 94．5 97．2
ニュージ・ランド．…’．・■’’’’’’．．．’．’’
・■■ 95．O 98．3 100．0 100．O 100．O
ノ’レウ土一・・・・・・・・・・・・・・・・・・… 99．O 99．4 100．O 99．8 98，9 97．6
スウェ・デン・・・・・・・・・・・・・・・・・・… 92．6 95．6 99．6 99．4 99．8 99．7
スイス・・・・…一・・・・・・・・・・… 78．8 92．4 92．5 97．O 97．8 99．3
イギリス・・・・・・・・・・・・・・・・・・… 79．6 80．9 97．4 96．8 98．4 99．6
アメリカ・・・・・・・…．…．・．．．．． 88．3 84．6 86．1 92．4 94，3 96．3
















































2国間ODA 全　体 2国間ODA 全 体’
アンlllア粥ドタイドアンタイド紛タイド　　アンタイド アソクイド部分タイド　　アソタイド ア〃イド部分クイド　　アンタイド
オーストラリア 38．3 一 33．464．3 一 35．734．1 一 34．561．3 ■ 38．7
オーストリア 2．1 一 67．331．4一 68．6 一 一 一 一 ＾ 一
ペルギー 20．4 ’ 41．441．8i 41．427．80，337．346．8O．337．3カ ナ ダ 25．5 ■ 34，659．3 一 40．727．63，929．56110．3，935．1
デンマーク 32．1 ・ 21．1’ 69．4 一 23．237．6 一 21．871．1 一 23．8
フィンランド 48．1 ■ 11．483．6 一 16．426．8 ， 32．i61．8 ・ 38．2
フ ラ　ン ス 34．8 一 47．O45．3 一 47．0i 一 一 一 ・ ・
ド イ ツ 45．4i 25．962．2 一 25．947，7 一 25．963．7 一 ’25I9
アイルランド 40．9 ’ ■ 60．0 一 一 一 ． 一 ． 一 一
イ タ　リ ア 11．8 ’ 59．223．8 ’ 59．6 5．7 一 55．634．6 ＾ 55．9
日 本 36．1工5，818．665．615．818，642．715．613．471．O工5．6 13．4
オ ラ ンダ 40．9i9．6 7．4 64．019．6 7．8 39．121．2 7．9 62，921．28．2
ニュージーランド 61．工 一 ・17．3 82．2 一 17．845．7一 34．365．5 一 34．5
ノルウェー 39．2 ‘ 工6，5 83I5 一 16．545．4 ’ 13．3． 84．8一 15．2
スウェーデン 46．65．8 15．474．85，819．448．1 9．1 12．975．69．1 15．3
ス イ ス 51．9 ■ 24．274．8一　25．2■ 一 ’ 一 一 一
イ ギリ ス 16，01，540．539．01，540．513．20，346．53 ．20，346；5
ア メ　リ カ 35．77，843．846．87，845．436．17，836．45 ．27’、838．O

























































































小　　　　　計 工00 88，1 達成率88．1％
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　②金額
㈹ドル〕
　　　のソ＾ア（洲
（出所）通産省［24］，1987年，211ぺ一ジ。
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Page:17無断転載禁止。　
であり，この還流によって，「これまで抑制さ
れてきた途上国の潜在的需要を喚起し，これに
よって途上国の経済成長を刺激すると同時に先
進国からの輸入拡大をはかる」ことができる。
③このメカニズムが有効に機能するには，「途
上国において，開発効果が高く，その結果とし
て途上国の輸出促進と先進国からの輸入誘発が
期待されるようなプロジェクトが選択実施」さ
れなければならない。④したがって，「このよ
うな目的に合うプロジェクトをいかに効果的に
かつ迅速に発掘，準備できるかは，資金還流の
成功のカギを握る重要な課題」になる。
　図7に見られるように，日本のプラント輸出
は件数，金額とも低下傾向にある。その原因は，
累積債務危機の下で，「潜在的にプロジェクト
が大幅に減ってしまったと言うことはないにも
かかわらず，ファイナンスの環境は大幅に変わ
ってしまった」32〕こと，すなわち資金不足下で
のプロジェクトの未実現にもとめることができ
る。そこで，途上国への資金フローの継続とプ
ロジェクト・ファインディングが必要であると
認識されるに到ったのである。要するに，途上
国の累積債務などの構造的問題を解決するため
には，途上国への資金の流れを確保し，経済成
長と返済能力向上に結びつける長期的な戦略が
必要であるが，現状では，資金還流の対象とな
る優良なプロジェクトが減少しているので，ま
ずそのようなプロジェクトの発掘・育成に協力
する新機関を設立しようというものである。
　「国際協カプロジヱクト推進機構」は，経団
連に設置される国際協カプロジェクト推進協議
会と株式会社・日本国際協力機構（JAIDO）か
らなる（図8参照）。∫AIDOは，途上国の輸出
増大につながる繊維，石油化学，重機械などの
工業開発プロジェクトに企画・立案段階から参
カロ，プロジュクトが具体化するメドがつけば，
投資，融資あるいは出資の形での資金供与，技
術協力・人材派遣し，できた製晶の一部は日本
市場で引き受け乏という。外貨獲得能力のある
途上国プロジェクトヘの融資という点では，累
積債務問題の解決策として喧伝されたべ一カー
図8　「国際協カプ回ジェクト推進機構」の仕組み
経団連
国際協カブ回ジエクト推進協議会　関係省庁〔関係槻関〕との連絡
　プロジエクトの提案　　　　　　　　　　プロジュクト認定ブ回ジエクトの
申し込み
プロジェクト
フアインデイング
出資
圓本企業
（劔1）
途上国政府・企業
欧　米　企　業
国　際　機　関
　先導　雌　。圃。。
碧的
個別プ回ジエクト　　輪　　銀
協出
カ資
等・
專融
欝
加蒲
企
業
化
調
査
保整
証。
付
保
貿易保険
（出所）『日本経済新聞」1989年5月3日。
提案の基本的精神を引き継いでいると見なすこ
とができよう脚。
　こ．の会杜に出資するのは，OECFと経団連加
盟企業であり，60億円の資本金のうち民間企業
80社が40億円，OECFが20億円を負担した。し
かし政府が関与するのは資本金の出資に止まら
ない。前述の国際協カビジョン研究会の提言で
は，「内貨不足対策や事業実施能力の強化など
の途上国側における受入れ環境の整備」のため
にODAを使うぺきだと主張している。すなわ
ち，開発プロジェクト実施の前提としてのイン
フラストラクチャーなどの整備をODAで賄お
うというのである。さらに，民間資本の出資・
融資に伴う■リスクを回避するために，経団連は
87年12月の提言で貿易保険と輸銀の機能強化を
求めていた。貿易保険は，日本の途上国向け債
権30兆円のうち1／3の10兆円を占めているが，
債務繰延べ国に対する保険引受停止，保険会計
の赤字拡大という問題を抱えている。しかし民
間の要請を受けて，新規保険の創設，保険引受
の弾力化を約束し，そのための貿易保険特別会
計の資本金を現行の70億円の工4倍の982億円に
増資した34㌧輸銀も，法改正に乗り出し，①途
上国合弁企業への出資機能，②アンタイド・ロ
ーンの対象を民問事業法人にも広げること，⑨
国際開発金融機関が売却する途上国向け融資債
「戦略援助」と「黒字還流」--日本の援助をめぐる諸問題--
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権の購入，④投資保証，の4点で機能拡充を図
ろうとしている。輸銀がこうした法改正を要求
した背景には業務内容の変化がある。10年前に
は輸出金融が8割りを占めていたのだが，最近
では1割りを割り込み，代わって資金還流のた
めのアンタイド・ローン，輸入や海外直接投
資のための金融のウェートが急遠に増えてい
ること，累積債務問題への対応などのためであ
る㈱。出資，融資，保証の3つの機能の有機
的活用が輸銀の新たな任務として位置づけられ
たのである。
　このように，日本の「黒字還流」は，①300
億ドルの国際公約と0DA，②経団連を中心と
する　「国際協カプロジェクト推進機構」，⑧貿
易保険，④輸出入銀行の4つの部分カ・ら構築さ
れている。そして，その基本はプロジェクト貸
付であり，資金還流させるべきプロジェクトを
r発掘」し，そのプロジェクト建設のためのプ
ラントを日本から輸出し，そのプラントの途上
国による購入に必要な資金を公的保証・保険を
付与した上で邦銀に提供させようという内容で
ある。これは，現実資本と貨幣資本の過剰の第
三世界での価値実現を目指したものであり，国
際公約といいながらも日本の私的利害の追求に
ほかならない36㌧国際的責任の履行が実は日本
の国益でもあるという総合安保の論理は，「黒
字還流」においてもみぐとに貫徹していると言
わねばならない。
4．「人問の顔をした援助」をめざして
　　　一むすびにかえて一
　ドロルド・ドーアは，「途上国援助を支える
人類意識」という小論のなかで，援助を「誰と
の，何のための協力か」という視角から，4つ
に分類する37，。第一は，協力相手はアメリカで
あって，協カ目的は「自由世界の防衛」である。
ここでは，アメリカは引き続き幕府の役割を果
たし，商人国家日本は幕府に収める御用金の一
部として対外援助をするという構図1となる。第
二に，協力相手は途上国のエリート達で，協力
目的は日本企業にとっての利権（市場参入の機
会や原料の確保など）を得ることである。第三
は，協カ相手は自力で経済成長を図ろうとして
いる愛国心に富んだエリート達で，協力目的は
彼らが必要とし，また効率的に活用できる資本
・技術を提供することである。第四は，協カ相
手は国際機関や実質経済成長の見通しが最も薄
い最貧国の政府で，協力目的はこれらの国の国
民を窮乏から救うことである。ドーアは4つの
うち・第一と第二は供与国の国益の追求から生
まれたもので，第三と第四は愛他的なものであ
るとする。そしてDACの基準に照らせば，前
者はrよくない援助」で，後者だけがrよい援
助」になる。DAC道徳は「人類意識」に基づ
いた「人類道徳」であるが，日本の援助には
「人類意識」が特に薄いと批判している。
　本稿の分析結果も，ドーアの結論を支持して
いる。日本の援助の特徴は，アメリカ補完型
「戦略援助」と貿易立国型援助の結合（ドーア
の分類では1と2）に求めることができるから
である。この両者を結び付けるのが，総合安全
保障の論理であった。「国際貢献」の名の下で，
今日日本政府がめざしているのは，ODAの量
的拡大と質的改善である。ODAの量的・質的
改善それ自体が悪なのではない。問題は，その
ような改善がパックス・アメリカーナ・マーク
皿を支えるために実行されるのか，それともそ
こから脱却し，途上国の貧困克服を助けるため
になされるのかである。
　そこで，最後に，「よい援助」を求めるUNI－
CEFの動きを紹介してむすびにかえたい。す
でに，UN工CEFは『世界子供白書』などを通
じて，途上国の債務危機が子供の健康と教育に
深刻な影響を及ぽしていることに警鐘を鳴らし
ていた。1987年にUNICEFの援助の下で刊行
された．‘Adjustmentwitha．Human助ce’’は，
その集大成といってよい．鎚〕。「人間の顔をした
調整」という言葉が示しているように；著者た
ちは，途上国経済の基本的不均衡を是正するた
めに採られる債務調整政策に社会的に最も傷つ
きやすい層に対する救済策を不可欠の構成部分
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として組み込むことを提案している。というの
も，1982年以降のIMF主導経済調整は，政府
支出の削減，信用供給の引締め，輸入の削減等
を手段とした緊縮型でかつ短期的効果を狙った
ものにすぎず，国内での所得の再分配にまった
く配慮していないからである。そこで，「人間
の顔をした調整」政策では，以下の6つを基本
的構成要素にしている。すなわち，①調整期間
全体にわたって産出，投資およびヒューマンニ
ーズの充足のレベルを支えることを目指した拡
張的マクロ経済政策，②拡張的マクロアプロー
チの強化と，社会的弱者の二一ズを満たすため
の資源の優先的利用の確保の両方を実現するた
めのミクロとマクロの中間政策の利用，③雇用
と所得を増強するための生産的部門内での構造
調整を目指したセクター政策，④公共部門の公
平と効率の改善，⑤調整期間における低所得層
の健康と栄養状態を保護する補償的プログラ
ム，⑥低所得者層の状態の監視。
　ところで，‘AdjustmentwithaHu血anFace’
という言葉はユ970年代の世銀の援助政策に登場
した1Basic　Human　Needs（BHN）’戦略を想
起させるが，両者の関連については次のような
説明が与えられる。BHNが成長に貧困撲滅を
加えたものであるのに対して，「人間の顔をし
た調整」アプローチは，調整に貧困撲滅を加え
たものであり・調整に対するべ一シック・二一
ズ・アプローチとも呼びうる，と。
　さて，このような戦略の一環としてユ988年に
UNICEFは　‘Debt　f01Chi1d　Development’
計画を提案した39，。これは，債権国政府あるい
は銀行がUNICEFに対途上国債権の一部を贈
与し，次にUNICEFはその債権を市場価格で
当該債務国に売却する。債務国は代金を自国通
貨でUNICEF管轄下にある「子供生存基金」
に振込み，この資金でもって子供の健康と栄養
を維持する，というものである。これは，デッ
ト・スワップとエスクロー勘定の技術を援用し
た，債務と杜会的弱者の救済策である。このシ
ェーマは，1988年末にミッドランド銀行が対ス
ーダン債権のうち80万ドルをUNICEFに贈与
したことで現実化した。
　しかし，この計画が進展するかどうかは銀行
の意思にかかっている。そこで，「銀行に『人
間の顔をした調整』の必要性と内容を習熟させ
ることが重要な課題である」40〕との立場が生じ
孔この見地を，資本に善意を期待するものと
批判するのはたやすい。しかし，問題は新国際
経済秩序の樹立，途上国の経済的自立という大
きな目標の実現までに，何百万，何千万という
子供が幼い生命を落としているという現実であ
り，いかなる手段であろうとも，一人でも多く
杜会的弱者を救済することが人間的課題として
提起されているのである。
　日本の援助は「よい援助」に転換されなけれ
ぱならない。そしてrよい援助」とは「人間の
顔をした援助」である。日本が世界に真に貢献
できるのは，この道である。
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